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前期日程

生活・健康系共通　小論文問題

(教育学部)

注意事項

1．試験開始の合図があるまで問題冊子を開いてはいけません。

2．問題に落丁，乱丁，印刷不鮮明の箇所等があった場合には申し出てください。

3．解答は指定の解答用紙に記入してください。

4．解答用紙は持ち帰ってはいけません。

5．問題冊子と下書用紙は持ち帰ってください。

6．時間は60分です。



問題

心の健康を保持・増進するためには，ストレスと上手に付き合うことが大切です。

図1は，主に中学生・高校生を対象とした「ストレスがあったときの対処法」に関する

調査結果です。また，図2は，健康に関連した分野で推奨されている「ストレスのし

くみとその対処」についての知見です。それぞれの図を参考に，あなた自身の体験を

事例にあげて，ストレスへの対処法とその適切さについて，600字以内で論述しなさ

い。

趣味を楽しんだりリラックスする時間をとる 56.7

テレビを見たり，ラジオを聴く 45.4

家族や友人に悩みを聞いてもらう 38.1

体を動かして運動する 26.2

なんとかなると楽観的に考えようと努める 25.7

我慢して耐える 22.6

食べる 17.8

積極的に問題の解決に取り組む 12.4

解決を諦めて放棄する 9.7

その他 7.9

特にない 7.7

刺激や興奮を求める 4.5
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図1　ストレスがあったときの対処法の実践割合(15歳から19歳の男女を対象とし

た複数回答)

(厚生労働省「平成19年国民健康・栄養調査報告」より作成)
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ストレスの原因

試験・人間関係
など

ストレス
心や体が

影響を受けた
状態

ストレスによる
症状

イライラや腹痛など
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原因を解決する状況を的確に判断ストレスを軽減症状を緩和(かんわ)

原因への対応 とらえ方を変える 気分転換やリラクセーション

信頼できる人や専門家への相談(ストレス対処のさまざまな局面に役立つ)

図2　ストレスのしくみとその対処

(「現代保健体育」改訂版：平成24年発行　大修館書店一部改変)




